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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱源機器の湯、燃料または電力いずれかの使用量の使用量グラフが表示可能であると共
に、操作がされない待機状態では設定温度を表示する待機画面を表示する表示器と、操作
キーと、使用量データ表示キーとを備え、この使用量データ表示キーの操作があると前記
使用量グラフを含んだ使用量表示画面を前記表示器に表示するリモートコントローラにお
いて、前記使用量の目標値を設定する使用量目標値設定手段を設け、前記使用量目標値設
定手段によって前記使用量の目標値が設定されると、前記使用量表示画面の前記使用量グ
ラフに前記目標値の指標を表示すると共に、前記待機画面に戻った際に、前記待機画面に
前記設定温度の表示に加えて前記使用量表示画面とは別形態の前記使用量グラフと前記目
標値の指標を表示するようにしたことを特徴とする熱源機器のリモートコントローラ。
【請求項２】
　前記使用量表示画面は、前日一日の使用量グラフと、前日と当日の現在時刻までの使用
量グラフとを同一スケールで並べて表示し、これらのグラフに対して前記目標値の指標と
なるラインを重ねて表示するようにし、前記待機画面の前記設定温度の表示に加えて表示
される前記使用量グラフは、当日の現在時刻までの使用量モニタグラフで、グラフの原点
の反対側に前記目標値の指標となるラインを重ねて表示し、原点側に当日の使用量数値、
原点の反対側に前記目標値数値を表示するようにしていることを特徴とする請求項１記載
の熱源機器のリモートコントローラ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　熱源機器の湯、燃料または電力いずれかの使用量データを表示して、見える化による省
エネ、省資源を促進するリモートコントローラに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来よりこの種の熱源機器の湯、燃料または電力いずれかの使用量を記憶し、記憶して
いる使用量データを表示するリモートコントローラにおいては、特許文献１のように、使
用量データ表示キーを有し、この使用量データ表示キーの操作があると、これまでの使用
量を棒グラフ状にして使用量表示画面を表示し、使用量の目標値が設定されていると、使
用量表示画面で使用量の棒グラフ上に併せて目標値指標が表示されるものであった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１９６６４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、この従来のものでは、ユーザーの操作によって使用量表示画面が表示されない
と、設定した目標値との比較ができないもので、当日の消費行動を抑制する契機となり難
いものであった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は上記課題を解決するために、熱源機器の湯、燃料または電力いずれかの使用量
の使用量グラフが表示可能であると共に、操作がされない待機状態では設定温度を表示す
る待機画面を表示する表示器と、操作キーと、使用量データ表示キーとを備え、この使用
量データ表示キーの操作があると前記使用量グラフを含んだ使用量表示画面を前記表示器
に表示するリモートコントローラにおいて、前記使用量の目標値を設定する使用量目標値
設定手段を設け、前記使用量目標値設定手段によって前記使用量の目標値が設定されると
、前記使用量表示画面の前記使用量グラフに前記目標値の指標を表示すると共に、前記待
機画面に戻った際に、前記待機画面に前記設定温度の表示に加えて前記使用量表示画面と
は別形態の前記使用量グラフと前記目標値の指標を表示するようにした。
【０００６】
　また、前記使用量表示画面は、前日一日の使用量グラフと、前日と当日の現在時刻まで
の使用量グラフとを同一スケールで並べて表示し、これらのグラフに対して前記目標値の
指標となるラインを重ねて表示するようにし、前記待機画面の前記設定温度の表示に加え
て表示される前記使用量グラフは、当日の現在時刻までの使用量モニタグラフで、グラフ
の原点の反対側に前記目標値の指標となるラインを重ねて表示し、原点側に当日の使用量
数値、原点の反対側に前記目標値数値を表示するようにしている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、一度使用量の目標値が設定されると、使用量表示画面の使用量グラフ
に目標値指標が表示されると共に、前記待機画面に戻った際に、待機画面の設定温度の表
示に加えて使用量グラフと目標値指標が表示されるようになるため、使用量を設定した目
標値と常時比較することができるようになり、使用量表示画面を表示せずとも当日の使用
量抑制を促すことができ、見える化による省エネ、省資源を促進できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態の概略構成図
【図２】同一実施形態の画面遷移を示す図
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【発明を実施するための形態】
【０００９】
　次に、本発明の一実施形態の熱源機器としてのヒートポンプ貯湯式給湯機およびそのリ
モートコントローラを図面に基づいて説明する。
　１は湯水を貯湯するステンレス製の貯湯タンク、２は貯湯タンク１底部に市水を給水す
る給水管、３は貯湯タンク１上部から出湯する出湯管、４は給水管２から分岐された給水
バイパス管、５は出湯管３からの湯水と給水バイパス管４からの水とを給湯設定温度にな
るように混合する給湯混合弁、６は給湯混合弁５で混合された湯が流通する給湯管、
７は給湯管６からの湯を給湯する給湯栓、８は出湯管３からの湯水と給水バイパス管４か
らの水とをふろ設定温度になるように混合するふろ混合弁、９はふろ混合弁８で混合され
た湯が流通する湯はり管である。
【００１０】
　１０は給湯管６途中に設けられ給湯温度を検出する給湯温度センサ、１１は給湯管６途
中に設けられ給湯流量を検出する給湯流量センサ、１２は湯はり管９途中に設けられ湯は
り温度を検出する湯はり温度センサ、１３は湯はり管９途中に設けられ湯はり流量を検出
する湯はり流量センサ、１４は給水管２に設けられ市水の給水圧を一定の圧力に減圧する
減圧弁、１５は貯湯タンク１内の過圧を逃がす過圧逃がし弁である。
【００１１】
　１６は浴槽、１７は貯湯タンク１内の上部に設けられ貯湯タンク１内の湯の熱で浴槽水
を加熱するためのふろ熱交換器、１８は浴槽１６とふろ熱交換器１７とを浴槽水が循環可
能に接続するふろ循環回路、１９はふろ循環回路１８途中に設けられ浴槽水を循環させる
ふろ循環ポンプ、２０はふろ循環回路１８に接続された湯はり管９途中に設けられ湯はり
管９を開閉する湯はり開閉弁、２１はふろ熱交換器１７をバイパスしてふろ循環回路１８
を接続するふろバイパス管、２２はふろバイパス管２１とふろ循環回路１８の接続点に設
けられ、浴槽水をふろ熱交換器１７側に循環させるか、ふろバイパス管２１側に循環させ
るかを切り換えるふろ三方弁、２３はふろ循環回路１８途中に設けられ浴槽１６からふろ
熱交換器１７へ流れる浴槽水の温度を検出するふろ温度センサ、２４はふろ循環回路１８
途中に設けられ浴槽１６内の水位を検出するふろ水位センサである。ここで、ふろ熱交換
器２２はステンレス管を螺旋状に巻回した構成としている。
【００１２】
　２５は貯湯タンク１下部の湯水を外部のヒートポンプ式加熱手段２９へ導出するヒーポ
ン往き管、２６はヒートポンプ式加熱手段２９を通過した湯水を貯湯タンク１上部へ導入
するヒーポン戻り管、２７は貯湯タンク１の側面の上下方向に複数設けられた貯湯温度セ
ンサ、２８はこれら構成部品を収容する貯湯タンクユニットである。
【００１３】
　２９は貯湯タンク１の湯水を加熱するヒートポンプ式加熱手段で、冷媒を圧縮する圧縮
機３０と、水側にヒーポン往き管２５とヒーポン戻り管２６とが接続され冷媒と水とを熱
交換する冷媒水熱交換器３１と、冷媒の圧力を減圧する減圧器３２と、液冷媒を蒸発させ
る蒸発器３３と、蒸発器３３に熱源となる外気を供給する送風手段３４と、冷媒水熱交換
器３１の水側にヒーポン往き管２５からの湯水を供給する加熱循環ポンプ３５と、冷媒水
熱交換器３１へ流入する水の温度を検出する入水温度センサ３６、冷媒水熱交換器３１で
加熱された湯の温度を検出する沸き上げ温度センサ３７とを備え、蒸発器３１で吸熱した
冷媒を圧縮機２８で圧縮して冷媒水熱交換器２９を介して水を加熱するようにしている。
このヒートポンプ式加熱手段２９には冷媒として二酸化炭素冷媒が用いられ、高圧側が超
臨界状態となることにより水を９０℃の高温まで加熱することができるものである。
【００１４】
　３８は台所近傍等に設けられるリモートコントローラで、給湯装置に関する各種の情報
（給湯設定温度、ふろ設定温度、タンク残湯量、給湯機の作動状態、日時等）を表示する
ドットマトリクス液晶型の表示器３９と、給湯温度の設定とふろ温度の設定と運転モード
の設定とを行う十字キー４０と、この十字キー４０で選択した項目を決定入力するための
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決定キーキー４１と、一つ前の画面へ戻る戻るキー４２と、ふろ自動運転を行わせるふろ
自動キー４３と、追いだき運転を行わせる追いだきキー４４と、使用量データを表示させ
る使用量データ表示キー４５等の操作キーとを有した操作部と、給湯機の作動状態を表示
器３９に表示させ、また、操作部の操作に応じた情報を表示器３９に表示させるよう制御
するリモコン制御部４６と、を備えている。
【００１５】
　４７は、給湯温度センサ１０、給湯流量センサ１１、湯はり温度センサ１２、湯はり流
量センサ１３、ふろ温度センサ２３、ふろ水位センサ２４、貯湯温度センサ２７の検出値
が入力され、給湯混合弁５、ふろ混合弁８、ふろ循環ポンプ１９、湯はり開閉弁２０、ふ
ろ三方弁２２の作動を制御すると共に、リモートコントローラ３８およびヒートポンプ式
加熱手段２９と通信可能に接続された貯湯側制御手段である。この貯湯側制御手段４７は
、予め給湯機の作動を制御するためのプログラムが記憶されていると共に、演算、比較、
記憶機能、カレンダー時計機能を有しているものである。
【００１６】
　４８は、貯湯側制御手段４７に設けられ、給湯流量センサ１１や湯はり流量センサ１３
、ふろ循環ポンプ１９の作動時間等から給湯量、使用熱量を一定温度の湯の使用量に換算
して記憶する使用量記憶手段である。
【００１７】
　４９は、入水温度センサ３６、沸き上げ温度センサ３７の検出値が入力され、圧縮機３
０、減圧器３２、送風手段３４、加熱循環ポンプ３５の作動を制御すると共に、貯湯側制
御手段４７と通信可能に接続された加熱側制御手段である。この加熱側制御手段４７は、
予めヒートポンプ式加熱手段２９の作動を制御するためのプログラムが記憶されているも
のである。
【００１８】
＜沸き上げ運転＞
　電力料金単価の安価な所定時間帯（深夜時間帯）の開始時刻になると、貯湯側制御手段
４７はそれまでの給湯負荷量に見合う湯量を沸き上げ開始するべく、加熱側制御手段４９
に対し、給湯負荷量に見合う沸き上げ目標温度と沸き上げ開始の指示を送信し、加熱側制
御手段４９は圧縮機３０と減圧器３２と送風手段３４と加熱循環ポンプ３５を駆動開始し
て、貯湯タンク１下部から取り出した湯水を冷媒水熱交換器３１で沸き上げ目標温度まで
加熱して貯湯タンク１上部へ戻し、貯湯タンク１上部から沸き上げ設定温度の湯を積層状
に貯湯し、貯湯側制御手段４７は最下部の貯湯温度センサ２８が所定の沸き上げ終了判定
温度を検出するか、所定時間帯の終了時刻に到達すると、加熱側制御手段４９に沸き上げ
の停止を指示し、加熱側制御手段４９は圧縮機３０と減圧器３２と送風手段３４と加熱循
環ポンプ３５を駆動停止して沸き上げ運転を終了する。
【００１９】
＜給湯＞
　給湯栓７が開かれると、貯湯タンク１の底部に給水管２から市水が流入すると共に貯湯
タンク１の頂部から出湯管３を介して高温の湯が出湯し、給湯混合弁５で給水バイパス管
４からの水と混合されて給湯管６を通過する。そして、給湯流量センサ１１が最低作動水
量以上を検出すると、貯湯側制御手段４７は、給湯温度センサ１０が検出する温度が給湯
設定温度と一致するように給湯混合弁５の弁開度をフィードバック制御して、給湯設定温
度の給湯を行う。そして、給湯栓７が閉じられる等によって、給湯流量センサ１１が最低
作動水量未満を検出すると、貯湯側制御手段４７は、給湯混合弁５の弁開度のフィードバ
ック制御を停止して給湯停止するようにしている。
【００２０】
　このとき、貯湯側制御手段４７の使用量記憶手段４８は、給湯流量センサ１１で検出す
る給湯量を一定時間毎一定温度の湯の使用量に換算して時刻データと共に記憶する。
【００２１】
　また、貯湯側制御手段４７の使用量記憶手段４８は、連続給湯量とその継続時間を監視
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して一定温度の湯の使用量に換算し、一日の内の最大の連続使用時の連続使用量とその継
続時間とその発生時刻を記憶する。一日の内の最大の連続使用量が更新された場合は、そ
れまでのデータを消去して、更新されたデータを記憶するようにしている。
【００２２】
＜沸き増し運転＞
　次に、深夜時間帯以外の時間帯において、多量に給湯されるなどして貯湯側制御手段４
７が貯湯温度センサ２７の検出温度に基づき貯湯タンク１内の貯湯量が少なくなったこと
を検出すると、貯湯側制御手段４７は、加熱側制御手段４９に対し、沸き上げ目標温度と
沸き増し開始の指示を送信し、加熱側制御手段４９は圧縮機３０と減圧器３２と送風手段
３４と加熱循環ポンプ３５を駆動開始して、貯湯タンク１下部から取り出した湯水を冷媒
水熱交換器３１で沸き上げ目標温度まで加熱して貯湯タンク１上部へ戻し、それまで貯湯
されていた湯の上部に沸き上げ目標温度の湯を積層状に貯湯し、貯湯側制御手段４７は沸
き増しの開始から一定時間が経過すると、加熱側制御手段４９に沸き増しの停止を指示し
、加熱側制御手段４９は圧縮機３０と減圧器３２と送風手段３４と加熱循環ポンプ３５を
駆動停止して沸き増し運転を終了する。
【００２３】
＜ふろ自動運転＞
　次に、ふろ自動運転について説明する。リモートコントローラ３８のふろ自動キー４３
が操作されると、貯湯側制御手段４７は、湯はり開閉弁２０を開弁し、湯はり温度センサ
１２が検出する温度がふろ設定温度と一致するようにふろ混合弁８の弁開度をフィードバ
ック制御して、ふろ設定温度の湯はりを開始する。
【００２４】
　そして、貯湯側制御手段４７は、湯はり流量センサ１３で検出するふろ流量の積算値が
ふろ設定湯量となると、湯はり開閉弁２０を閉弁して湯はりを停止し、ふろの保温運転を
行う。
【００２５】
　このとき、貯湯側制御手段４７の使用量記憶手段４８は、湯はり流量センサ１３で検出
する湯はり量を一定時間毎一定温度の湯の使用量に換算して時刻データと共に記憶する。
【００２６】
　ふろの保温運転では、一定時間毎にふろ三方弁２２をバイパス側にしたままでふろ循環
ポンプ１９を駆動してふろ温度センサ２３で浴槽水の温度を確認し、ふろ設定温度より低
くなっていることを検知すると、ふろ三方弁２２をふろ熱交換器１７側へ切り換えて、浴
槽水をふろ熱交換器１７で加熱する。そして、ふろ温度センサ２３で浴槽水の温度がふろ
設定温度より上昇したことを確認すると、ふろ三方弁２２をバイパス側に戻すと共にふろ
循環ポンプ１９の駆動を停止する。
【００２７】
　このとき、貯湯側制御手段４７の使用量記憶手段４８は、浴槽水をふろ熱交換器１７で
加熱した時間を計測し、この時間と予め決めておいた熱量とを掛け、これを一定温度の湯
の使用量に換算して時刻データと共に記憶する。
【００２８】
　また、貯湯側制御手段４７は、湯はり停止時の浴槽１６内の水位をふろ水位センサ２４
の検出値に基づいて記憶し、浴槽１６内の水位が記憶した水位から低下すると、元の水位
になるまで湯はりするふろ補水運転を行う。
【００２９】
　このとき、貯湯側制御手段４７の使用量記憶手段４８は、湯はり流量センサ１３で検出
する湯はり量を一定時間毎一定温度の湯の使用量に換算して時刻データと共に記憶する。
【００３０】
　そして、湯はりの開始から予め設定されたふろ自動保温時間が経過すると、ふろの保温
運転およびふろ補水運転も停止する。
【００３１】
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＜追いだき＞
　次に、ふろ追いだき運転について説明する。リモートコントローラ３８の追いだきキー
４４が操作がされると、貯湯側制御手段４７は、ふろ三方弁２２をバイパス側にしたまま
でふろ循環ポンプ１９を駆動してふろ温度センサ２３で浴槽水の温度を確認し、ふろ設定
温度＋αより低くなっていることを検知すると、ふろ三方弁２２をふろ熱交換器１７側へ
切り換えて、浴槽水をふろ熱交換器１７で加熱する。そして、ふろ温度センサ２３で浴槽
水の温度がふろ設定温度＋αより上昇したことを確認すると、ふろ三方弁２２をバイパス
側に戻すと共にふろ循環ポンプ１９の駆動を停止して、ふろ追いだき運転を終了する。
【００３２】
　このとき、貯湯側制御手段４７の使用量記憶手段４８は、浴槽水をふろ熱交換器１７で
加熱した時間を計測し、この時間と予め決めておいた熱量とを掛け、これを一定温度の湯
の使用量に換算して時刻データと共に記憶する。
【００３３】
＜使用量データ表示＞
　ここで、使用量記憶手段４８は、記憶している時刻毎の使用量のデータから、一時間単
位の使用量推移データ、１週間の曜日毎の使用量推移データ、１ヶ月の使用量積算データ
を演算し、表示に必要な分のデータを記憶し、不要となったデータを消去して、使用量記
憶手段４８の記憶容量を削減している。
【００３４】
　そして、リモートコントローラ３８の表示器３９に給湯温度等が表示される待機画面５
０が表示されている状態で使用量データ表示キー４５が操作されると、リモコン制御部４
６は貯湯側制御手段４７に使用量表示画面５１の表示要求を送信する。
【００３５】
　貯湯側制御手段４７は表示要求を受けると、使用量記憶手段４８から当日の現在時刻ま
での積算使用量と、前日の同時刻までの積算使用量と、前日一日の積算使用量とを読み出
してリモートコントローラ３８のリモコン制御部４６に転送し、リモコン制御部４６は、
待機画面５０に代えて棒グラフによって使用量を表示する使用量表示画面５１を表示器３
９に表示する。
【００３６】
　この使用量表示画面５１は、当日の現在時刻までの積算使用量を示す白抜きの棒グラフ
５２と、前日の同時刻までの積算使用量を示す塗りつぶしの棒グラフ５３とを一つの枠に
囲って並べて表示し、別の枠内に前日一日の積算使用量を示す塗りつぶしの棒グラフ５４
を全て同一のスケールで表示すると共に、使用量の目標値を設定させる使用量目標値設定
手段としての目標設定選択肢５５を表示するものである。
【００３７】
　そして、目標設定選択肢５５にカーソル５６を合わせるように十字キー４０の左右を操
作した後に決定キー４１が操作されると、リモコン制御部４６は使用量の目標値を設定す
る目標湯量設定画面５７を表示すると共に、貯湯側制御手段４７の使用量記憶手段４８か
ら転送されている今まで（例えば直近７日間）の一日あたりの平均使用量を数値で表示す
る。
【００３８】
　ユーザーが十字キー４０の上下操作によって目標湯量を設定し、決定キー４１が操作さ
れると、リモコン制御部４６は、使用量表示画面５１の同一スケールで表現されている当
日現在時刻までの棒グラフ５２と前日同時刻までの棒グラフ５３と前日一日の積算使用量
の棒グラフ５４に対して目標湯量の指標ライン５８を重ねて表示すると共に、目標湯量を
数値で表示する。
【００３９】
　このようにして、前日一日の使用量と、前日と当日の現在時刻までの使用量とが目標湯
量と共に一覧できる形態で表示されるため、前日の現在同時刻までの使用量と目標湯量お
よび前日の積算使用量と目標湯量の関係と、当日の現在時刻までの関係から、当日の使用
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量の目標湯量に対する進捗度合と前日の使用状況が容易に確認できて、これから使う予定
の量を考慮に入れて比較検討することが容易となり、当日の使用量抑制を促すことができ
、見える化による省エネ、省資源を促進できる。
【００４０】
　また目標湯量が設定された使用量表示画面５１が表示されている状態から戻るキー４２
が操作されると、給湯設定温度等を表示する待機画面５０に戻るが、この待機画面５０で
は、下部に当日の現在時刻までの使用量モニタグラフ５９を常時表示するようにしている
。
【００４１】
　この使用量モニタグラフ５９は、目標湯量を１００％として、目標湯量の指標６０と、
目標湯量未満（例えば５０％）の指標６１と、目標湯量超（例えば１２０％）の指標６２
とが表示されると共に、使用量モニタグラフ５９の原点側に当日の使用量数値、原点の反
対側に目標湯量数値とが表示される。
【００４２】
　このようにして、一度目標湯量が設定されると、使用量表示画面５１に目標湯量指標ラ
イン５８が反映されると共に、待機画面５０上に使用量モニタグラフ５９と目標湯量指標
６０が表示されるようになるため、使用量を設定した目標湯量と常時比較することができ
るようになり、使用量表示画面５１を表示せずとも当日の使用量抑制を促すことができ、
見える化による省エネ、省資源を促進できる。
【００４３】
　なお、本発明は上記の一実施形態に限定されるものではなく、発明の要旨を変更しない
範囲で改変可能なものであり、熱源機器としてヒートポンプ貯湯式給湯機を例示して説明
したがこれに限られず、例えばガス給湯機や、ヒートポンプ式や燃焼式の温水暖房装置、
等の熱源機器であってもよい。
【００４４】
　また、湯の使用量データを表示する構成で説明したが、これに限られず、燃料または電
力のいずれかの使用量データであってもよく、これら燃料または電力の使用量を計測する
構成は周知の技術を用いればよいものである。
【００４５】
　また、使用量の目標値として、ユーザーが任意の値を数値入力する構成で説明したが、
これに限らず、例えば、前週の同曜日における使用量や、直近７日間の平均使用量を使用
量の目標値として設定される構成としてもよいものである。
【００４６】
　また、具体的画面構成は、本発明の意図する範囲内において種々に設計変更してもよい
ものであり、また、操作部はタッチパネル式としてもよいものである。
【符号の説明】
【００４７】
３８　リモートコントローラ
４０　十字キー（操作キー）
４１　決定キー
４５　使用量データ表示キー
５０　待機画面
５１　使用量表示画面
５２　当日現在時刻までの棒グラフ
５３　前日同時刻までの棒グラフ
５４　前日一日の棒グラフ
５５　目標設定選択肢（使用量目標値設定手段）
５７　目標湯量設定画面（使用量目標値設定手段）
５８　目標湯量指標ライン
５９　使用量モニタグラフ
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